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日鉄ソリューションズ株式会社

デジタルテクノロジー＆ソリューション事業部

大企業に適したワークフローシステムの見分け方
～AgileWorks vs X-point Cloud～
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はじめに

稟議申請や経費精算を電子化できるワークフローシステムには様々な製品がありますが、

導入を検討される際には次のような疑問をお持ちになるお客様が多いのではないでしょうか。

・大企業にはどんな製品が適しているの？

・大企業向け製品と中小規模企業向け製品、具体的には何が違うの？

・将来的に適用範囲を広げたいときはどんな製品を選ぶのがいい？

本資料では、エイトレッド社のワークフローシステムである大企業向け製品「AgileWorks」にフォーカ

スし、中小規模企業向け製品「X-point Cloud」と比較しながら、大企業に適したワークフローシステム

の見分け方をご紹介します。
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目次
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1) 「AgileWorks」 と「X-point Cloud」のご紹介

・AgileWorks（アジャイルワークス）とは

・X-point Cloud（エクスポイントクラウド）とは

2) 大企業にAgileWorksが適している理由

～中小規模企業向け「X-point Cloud」との比較～

・大企業のワークフローシステムにおいて注目すべき3つの機能

①人事異動・組織変更の機能

②承認ルートの定義機能

③アドオン開発機能

・(参考)AgileWorksとX-point Cloudにおける価格比較
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「AgileWorks」と「X-point Cloud」のご紹介
1
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AgileWorks（アジャイルワークス）とは

大企業向け。

日本の商習慣に合わせて開発された高機能ワークフローパッケージ。

組織改編やシステム連携、多言語に対応しています。

▲ホーム画面 ▲申請画面
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X-point Cloud(エクスポイントクラウド) とは

6

中小規模企業向け。

まるで紙に書くような簡単なワークフロー。

クラウドでの利用で、安心、お手軽に始められるサービスです。

▲ホーム画面 ▲申請画面
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「大企業にはなぜAgileWorksが適しているの？」

ワークフローシステムを検討中のお客様からの声
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大企業にAgileWorksが適している理由

～中小規模企業向け「X-point Cloud」との比較～
2

8
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大企業のワークフローシステムにおいて注目すべき３つの機能

①人事異動・組織変更の機能 に注目！
大企業のようにユーザの数・組織の数が多くなるほど、人事異動や組織変更時の作業負荷は重くなります。

負荷を軽減できる機能を備えているかを確認しましょう。

②承認ルートの定義機能 に注目！
部署が多く、組織階層も深い大企業では1件の稟議における承認ルートが複雑になることが考えられます。

複雑な承認ルートでも簡単に定義できる機能を備えているかを確認しましょう。

③アドオン開発機能 に注目！
申請件数の数が多い大企業では、1申請の効率化による投資対効果が大きくなります。

標準機能に加えて、アドオン開発による他システム連携などを進めることでより大きな投資対効果を得られる
可能性があります。開発による製品機能の拡張が可能かを確認しましょう。

豊富な標準機能・優れた拡張性を持つAgileWorksにより、
大企業に適したワークフローシステムの実現が可能！
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人事異動・組織変更の機能1

ユーザの数・組織の数が多くなるほど、人事異動や組織変更時の作業負荷は重くなります。
AgileWorksには人事異動や組織変更時の負荷を軽減できる機能が揃っています。

大企業のワークフローシステムにおいて注目すべき３つの機能
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人事異動・組織変更の機能において大企業で求められる主な要件

1) 組織情報の表示 がわかりやすい
組織数が多くても組織情報を見やすい・探しやすい設計。

2) 人事異動・組織変更の事前準備 が可能
人事異動や組織変更の実行前に設定作業やテストを行うことができる。

3) 閲覧権限の制御 が可能
組織変更や人事異動に伴い、閲覧権限を自動的に付与・消失させることができる。

4) 組織変更時閲覧権限の変更 の作業負荷が少ない
組織変更時の閲覧権限の変更に関して一度の作業で変更させることができる。

大企業のように組織やユーザーが多いほど、人事異動や組織変更時の管理者の対応負荷は大きくなります。
ミスなく、短時間で対応できる機能を備えたワークフローシステムの導入が望ましいです。
人事異動・組織変更の機能においては、以下のポイントで製品を比較することをおすすめします。
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AgileWorks X-point Cloud

1
組織情報の表示
がわかりやすい

ツリー表示 一覧表示

2
人事異動・組織変更の

事前対応が可能
可 不可

3 閲覧権限の制御が可能
変更作業なし

（組織、役職、役割に
閲覧権限を付与）

変更作業あり
（ユーザ単位で閲覧権限

を付与）

4
組織変更時閲覧権限の
変更の作業負荷が少ない

変更作業が楽
（組織単位で変更可能）

変更作業が大変
（ユーザ単位でのみ変更可能）

人事異動・組織変更の機能におけるAgileWorksとX-point Cloud機能比較

大企業の場合、X-point Cloudの機能では十分に要件を満たさない可能性があります。
AgileWorksには標準機能として人事異動・組織変更時の作業負荷が軽減できる機能が揃っており、大企業向
きの製品となっています。各要件と対応する機能の詳細について、P13~16で解説します。
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X-point Cloud
組織をフラットな一覧形式で表示。

簡単な組織図であればフラットな一覧形式でも見や
すいです。
しかし、大企業のように組織数が多く、組織階層が
深くなると、見づらい・探しづらい場合があります。

AgileWorks
組織をツリー形式で表示。

組織のフォルダがツリー形式で表示されているの
で、組織数が多くても見やすい設計となっていま
す。

1)組織情報の表示がわかりやすい（X-point Cloud・AgileWorks）
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▼現在の組織 ▼未来の組織

2)人事異動・組織変更の事前準備が可能（AgileWorks）

AgileWorksは、標準機能で組織や所属に関す
るデータを履歴として持っているため、「現
在の組織」だけではなく、組織変更後の「未
来の組織」も履歴で管理できます。

この機能により、未来の組織情報を事前に
システムに設定し、施行前にテストをするこ
とができます。

人事異動や組織変更の施行日の直前にあわて
て作業をする必要がなくなり、管理者の作業
負荷削減につながります。
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組織、役職、役割で
閲覧権限付与

3)閲覧権限の制御が可能（AgileWorks）

X-point Cloudを含め、多くのワークフロー製品
はユーザに対して、バイネームで閲覧権限を付与
します。そのため、人事異動のたびにユーザの閲
覧権限を変更する必要があります。

AgileWorksでは、標準機能で組織、役職、役割
など複数の条件に対して、閲覧権限を付与するこ
とができます。

人事異動に応じて、元の部門の閲覧権限のはく奪、
異動先の部門の閲覧権限の付与が行われます。

このような閲覧権限の制御も、人事異動や組織変
更対応の負荷を下げる機能の１つとなっています。
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旧組織 ⇒ 新組織

4)組織変更時 閲覧権限の変更の作業負荷が少ない（AgileWorks）

組織変更で複数の部署や事業所を合併したり、
部署を分割したりする場合、閲覧権限の変更処
理はとても大変です。
通常は、元の部署と新しい部署がどこか？とい
った情報を、稟議書を1件ずつ確認し変更する必
要があります。

作業には1週間～1ヶ月かかることが多いです。

AgileWorksは、標準機能で 組織の新旧対応表
を定義することで参照権限を一度に変更するこ
とができます。

組織の新旧対応表を作るだけの作業なので、1日
もあれば対応可能です。 ※参照権限の変更は、申請書の件数が多いほど作業の負荷が

かかります。
企業規模にかかわらず、申請件数が多い場合は、人事異動
や組織変更の負荷が軽いAgileWorksをご検討いただくこと
をおすすめします。
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承認ルートの定義機能2

大企業のワークフローシステムにおいて注目すべき３つの機能

部署が多く、組織階層も深い大企業では1件の稟議における承認ルートが複雑になること
が考えられます。
AgileWorksは複雑な承認ルートでも簡単に定義できる機能を備えています。
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承認ルートの定義機能において大企業で求められる主な要件

1) 定義画面の表示 がわかりやすい

2) 多岐分岐 の設定が可能

3) 分岐の合流 の設定が可能

4) 並列 の設定が可能

部署が多く、組織階層も深い大企業では1件の稟議における承認ルートが複雑になることが考えられます。
プログラム開発をすることなく、標準機能のみで複合条件での分岐や、並列で複数の部門をまたがる承認
フローの設定が可能なワークフローシステムの導入が望ましいです。
承認ルートの定義機能においては、以下のポイントで製品を比較することをおすすめします。
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AgileWorks X-point Cloud

1
定義画面の表示
がわかりやすい

グラフィック表示 テキスト表示

2
多岐分岐

の設定が可能
多岐分岐設定が可能 1回のみ設定可能（申請時）

3
分岐の合流
の設定が可能

可 不可

4
並列

の設定が可能
可 不可

承認ルートの定義機能におけるAgileWorksとX-point Cloud機能比較

大企業の場合、X-point Cloudの機能では十分に要件を満たさない可能性があります。
AgileWorksには標準機能として複雑な承認ルートを直感的に設定できる機能が揃っており、大企業向きの製
品となっています。AgileWorksとX-Point Cloudの定義機能の詳細について、P20~21で解説します。
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AgileWorksの承認ルートの定義機能

専用GUIツール「FlowEditor」
設定画面にて承認ルートの設定が可能です。ドラック＆ドロップで簡単に承認ルートを作ることが出来ます。

ドラッグ&ドロップ操
作でアイコンを配置

途中分岐が可能。

承認段階での入力値変化

で分岐を変えるような運

用も可能。

<並列合議フロー>

複数部門に対し、並行的に

回付可能

<組織異動に強い多様な相対指定>
書類オーナーの考え方に対して組織・
ロールで設定しておくことで、ユー
ザーマスターのメンテナンスのみの運
用を実現

1つの承認ルートを複数のフォームで共通利用することが可能
承認ルートを修正することで、関連する書類全てに反映
承認ルートの適用開始日を指定できるので、先付メンテナンスが可能

<条件分岐フロー>

多岐分岐・分岐の合流が可能

承認段階での入力値変化で分岐を

変えるような運用も可能

グラフィカルな

設定画面
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X-point Cloudの承認ルートの定義機能

設定画面にて承認ルートの設定が可能です。
複雑な承認ルート設定には対応していないため、大企業では十分に要件を満たさない可能性があります。

<並列合議フロー>

複数部門に対する、並行的な回付

は不可

<条件分岐フロー>

申請時点での1分岐のみ対応。

分岐後は、単純な承認ルートし

か設定できない。分岐合流不可

（例）

上段は100万円未満の決裁時、下

段は100万円以上の決裁時の承認

ルート。申請時にどちらのルート

で回すのかを自動的に判断。

設定画面は

テキスト表示
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アドオン開発機能3

大企業のワークフローシステムにおいて注目すべき３つの機能

申請件数の数が多い大企業では、1申請の効率化による投資対効果が大きくなります。
標準機能に加えて、アドオン開発によってマスタデータや既存の各種システムとの連携な
どを進めることでより大きな投資対効果が期待できます。
AgileWorksでは開発による製品機能の拡張が可能です。
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大企業で求められるアドオン開発機能

申請件数の数が多い大企業では、1申請の効率化による投資対効果が大きくなります。
標準機能に加えて、マスタデータや既存の各種システムとの連携等、アドオン開発による製品機能の拡張
が可能なワークフローシステムの導入が望ましいです。
業務システムや、その他のSaaSシステムと連携することで、社内承認の電子化だけではなく、業務全体
での電子化を図り、より多くのメリットを生み出すことができます。

業務システム

SaaS

電子契約

クラウドストレージ

ワークフロー
システム
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AgileWorks

標準機能
AgileWorks API

アドオン開発（拡張）

アドオン開発機能におけるAgileWorksとX-point Cloud機能比較

X-point Cloudは、アドオン開発はできず、標準機能のみ利用することができます。
一方、AgileWorksは標準機能に加えて、プログラミングにより機能拡張ができます。

申請件数が多いほど、業務効率化等のメリットは大きくなる可能性があるので、導入企業の規模にかかわら
ず、申請件数が多いものをシステム化対象に考えている場合はAgileWorksを検討する価値があると考えてい
ます。
AgileWorksのアドオン開発で機能拡張・システム連携した例をP25でご紹介します。

X-point Cloud

標準機能のみ
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AgileWorksと電子契約（CONTRACTHUB）の連携例

社内の押印申請と取引先との押印のやりとりを電子化することで、リモートワークを支えるインフラとし
て導入が進んだ例です。
①AgileWorksにおいて、社内での押印申請の承認
②承認完了後、電子契約（CONTRACTHUB）に自動的に契約書を登録。取引先と電子で契約を締結

① ②
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（参考） AgileWorksとX-point Cloudの価格比較

Microsoft Azure上に構築したAgileWorksと、X-pointの5年間の費用を比較
したグラフです。

※AgileWorksのライセンスは、同時ログインユーザ数で課金。
同時ログインユーザ数=登録ユーザ×10%として費用を算出しています。

※X-point Cloudは、ユーザ数×月額500円で課金。
登録ユーザ数に比例して費用が増えます。（ユーザ数上限2000名）

※X-point Cloudはインフラ費用込みのSaaSです。
今回の比較においては、AgileWorksのインフラとしてMicrosoft  Azure

を使用し、Microsoft Azureのサービス利用料を含んだ費用で算出してい
ます。

X-Point Cloudが登録ユーザ数単位での課金、AgileWorksが同時ログインユーザ数単位での課金と課金体系は異なりますが、
1000ユーザーを超えてくるとX-Point Cloudの費用がAgileWorksの費用を超える可能性があります。

AgileWorksが組織変更、人事異動、承認フロー、プログラム開発など機能が豊富なことを踏まえると、大企業（ユーザ
1000名以上）では、AgileWorksのほうがコストメリットをだしやすい傾向にあると考えています。
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・NS（ロゴ）、NSSOL、NS Solutions、CONTRACTHUBは、日鉄ソリューションズ株式会社の登録商標です。

・｢X-​point Cloud｣、｢AgileWorks｣は、株式会社エイトレッドの登録商標または商標です。

・「Microsoft」、「Microsoft Azure」ならびにすべてのMicrosoftの商標およびロゴは、米国およびその他の国におけるMicrosoft Corporation またはその関連会社の登録商標または商標です。

・その他本文記載の会社名及び製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。

ワークフローに関するお問い合わせフォーム：

https://www.marketing.nssol.nipponsteel.com/workflow/inquiry/

https://www.marketing.nssol.nipponsteel.com/workflow/inquiry/

